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〈第 126 回〉

新病院開院 1 年を迎えて
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

〈第 78 回〉

11 月は全国糖尿病週間です
■問合せ／健康課健康企画担当 ☎ 24-8181

　令和５年 12 月から米沢市の平日夜間・休日診療
の機能が当院救急外来に移行され、米沢市医師会
や山形大学医学部のご支援により一次救急診療を行
なっていただいており、米沢市内の救急医療を担う
医療機関として 365 日 24 時間体制で年間 3,000 件
を超える救急搬送を受け入れるなど、地域の医療ニー
ズに対応すべく職員一同日夜努力しております。
　この間には、新型コロナウイルス感染症の取り扱い
が５類感染症となりましたが、感染症の収束は未だ先
行き不透明であり、地域の皆さまには院内でのマスク
着用や面会の制限などご不便をお掛けしております。
　また、これまで駐車場の利用にご不便をおかけし
てきましたが、12 月２日㈪には旧病院の解体と駐車
場の整備が終了し、新しい駐車場が完成します。地
域医療を支える医療機関として、三友堂病院と協力
し、より良い医療の提供に努めてまいります。

　米沢市立新病院は三友堂病院と機能分化の上で合
築し、米沢地域の急性期医療を担う医療機関として、
令和６年 11 月１日に開院１周年を迎えることができ
ました。職員一同大変喜ばしいことであり、市民の
皆さまのご理解、ご支援の賜物と感謝申し上げます。

　毎年、「世界糖尿病デー」である 11 月 14 日を含
む一週間を「全国糖尿病週間」としており、今年は
11 月 11 日㈪～ 17 日㈰です。
　近年、糖尿病の治療は飛躍的に向上し、病気と付
き合いながら生活できる人が増えています。
　しかし、糖尿病をもつ人は社会における糖尿病の
理解不足、誤ったイメージの拡散などによる誤解や
偏見にさらされることがあります。このような偏見
を放置すると、糖尿病であることを周囲に隠す⇒適
切な治療機会の損失⇒重症化 ････ と悪循環に陥り、
生活にさまざまな影響を及ぼします。
　この機会に、糖尿病がある人もない人も糖尿病の
ことを正しく理解し、一緒に考えてみませんか？

糖尿病とは
　食べ物に含まれるブドウ糖は、体内に取り込まれると
エネルギーとして利用されます。しかし、インスリンの
作用が弱いとブドウ糖をうまく利用できず、血糖値が高
くなります。このような状態が続くと、さまざまな合併
症を発症します。

治療法
　糖尿病の治療の基本は食事・運動療法です。また、さ
まざまな種類の薬があり、医師が病態に合わせて処方し
ます。

大切な人が糖尿病と診断されたら※

　家族や大切な人が糖尿病と診断されたとき、次のサポー
トをすることができます。
①継続的に受診できているか見守ること
②必要に応じて治療や療養の手助けをすること
③本人のこころの支えとなること
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